
 

tokaiblc@yb
b.ne.jp

 

2016年 
5月 14日 
第 13号 

 

熊
本
地
震
で
ダ
ム
予
定
地
上
流
ま
で
両
岸
崩
れ 

立
野
ダ
ム
検
証
を 

設
楽
ダ
ム
も 

本
村
議
員

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
10
日
の
国
土

交
通
委
員
会
で
、
熊
本
地
震
で
大
き
な
崩

落
が
発
生
し
た
阿
蘇
地
域
に
建
設
予
定

の
立
野
ダ
ム
や
愛
知
県
の
設
楽
ダ
ム
問

題
に
つ
い
て
、
国
交
省
の
建
設
あ
り
き
の

姿
勢
を
強
く
批
判
し
ま
し
た
。 

 

立
野
ダ
ム
建
設
予
定
地
周
辺
は
、
阿
蘇

大
橋
や
国
道
57
号
線
、
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
が

土
砂
で
覆
い
尽
く
さ
れ
る
甚
大
な
被
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ダ
ム
建
設
予
定
地

も
上
流
ま
で
両
岸
が
崩
れ
、
工
事
用
道
路

や
工
事
車
両
な
ど
が
崩
落
し
た
土
砂
の

中
に
埋
ま
る
な
ど
し
ま
し
た
。 

 

国
交
省
は
、
立
野
ダ
ム
に
つ
い
て
地
域

イ
ン
ド
に
23
社
92
人
が
同
行
し
て
い
た

と
答
弁
。
昨
年
７
月
ま
で
に
首
相
の
外
遊

に
同
行
し
た
企
業
関
係
者
（
５
２
６
社
１

５
５
６
人
）
と
合
わ
せ
た
総
数
が
判
明
し

ま
し
た
。 

井
上
氏
は
、
政
府
が
大
企
業
優
先
の
成

長
戦
略
と
し
て
「
世
界
市
場
へ
の
展
開
」

を
強
調
し
、「
総
理
・
閣
僚
の
外
国
訪
問

に
民
間
企
業
ト
ッ
プ
も
同
行
す
る
等
、
政

府
一
丸
・
官
民
連
携
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
の
精
力
的
な
展
開
」（「
イ
ン
フ
ラ
シ

ス
テ
ム
戦
略
」）
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
。
企
業
関
係
者
を
引
き
連
れ
、
武

器
・
原
発
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
安

倍
政
権
の
政
治
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。 

 

井
上
さ
と
し
参
院
議
員
の
10
日
の
外

交
防
衛
委
員
会
で
の
質
問
で
、
第
２
次

安
倍
政
権
発
足
（
２
０
１
２
年
12
月
）

以
降
、
首
相
の
外
遊
に
同
行
し
た
企
業

関
係
者
が
５
９
９
社
１
９
６
８
人
に
の

ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

井
上
氏
は
昨
年
秋
、
野
党
が
憲
法
53

条
に
基
づ
い
て
臨
時
国
会
の
召
集
を
求

め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
・
与
党

は
、
首
相
外
遊
を
理
由
に
拒
否
し
た
こ

と
を
指
摘
。
そ
の
外
遊
に
も
企
業
関
係

者
が
同
行
し
て
い
た
と
し
て
、
そ
の
人

数
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

岸
田
文
雄
外
相
は
、
10
月
の
中
央
ア

ジ
ア
外
遊
に
50
社
３
２
０
人
、
12
月
の

外
遊
に
企
業
同
行
・
武
器
セ
ー
ル
ス
批
判 

井
上
議
員 

住
民
に
「
建
設
予
定
地
の
岩
盤
は
十
分
な

強
度
が
あ
る
。
建
設
を
行
う
上
で
特
に
考

慮
す
る
活
断
層
は
存
在
し
な
い
。
地
滑
り

は
起
こ
ら
な
い
」
と
説
明
し
て
き
ま
し

た
。
本
村
氏
は
「
こ
れ
ま
で
言
っ
て
き
た

こ
と
が
間
違
い
だ
と
思
わ
な
い
の
か
」

「
被
災
者
か
ら
は
ダ
ム
に
使
う
お
金
が

あ
る
な
ら
被
災
者
支
援
に
こ
そ
お
金
を

使
っ
て
ほ
し
い
と
の
切
実
な
声
が
あ
が

っ
て
い
る
」
と
追
及
し
ま
し
た
。 

石
井
啓
一
国
交
相
は
「
地
質
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
建
設
が
可
能
な
地
盤
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ダ
ム
本
体
直

下
に
活
断
層
が
通
っ
て
い
な
い
。
立
野
ダ

ム
の
安
全
に
問
題
は
な
い
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 

ダ
ム
予
定
地
に
い
ま
も
入
れ
ず 

 

国
交
省
の
金
尾
健
司
水
管
理
・
国
土
保

全
局
長
は
「
ダ
ム
予
定
地
は
、
崩
落
や
余

震
で
調
査
に
入
れ
な
い
。
現
地
に
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
、

着
工
時
期
の
検
討
を
行
う
」
と
の
べ
、
地

震
後
、
現
地
の
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
、
立
野
ダ
ム
の
被
害
に
つ
い

て
公
開
の
場
で
検
証
し
、
結
果
を
提
出
・

公
開
す
る
こ
と
や
、
全
国
の
既
存
・
新
設

予
定
の
ダ
ム
に
つ
い
て
、
活
断
層
・
地
震

と
の
関
係
を
再
調
査
、
総
点
検
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。 

設
楽
ダ
ム
は
ど
う
か 

 

本
村
氏
は
、
続
い
て
、
愛
知
県
設
楽
町
に

建
設
予
定
の
設
楽
ダ
ム
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
範
囲
が
狭
い
問
題
や
、
過
大
な
水

需
要
予
測
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
、
設
楽
ダ
ム
建
設
予
定
地
周
辺

は
、
も
と
も
と
地
盤
が
ぜ
い
弱
と
指
摘
さ

れ
、
電
源
開
発
が
ダ
ム
建
設
を
断
念
し
た
と

し
、
「
ダ
ム
予
定
地
近
く
で
崩
落
が
あ
り
、

住
民
の
不
安
が
募
っ
て
い
る
」
と
し
て
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
の
結
果
の
公
表
と
住
民
説
明

会
の
開
催
を
求
め
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
石
井
国
交
相
は
「
調
査
結

果
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
必
要
に
応
じ
て

説
明
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
村
氏
は
、
２
０
０
６
年
に
作
成

さ
れ
た
豊
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
（
水
資
源
開

発
基
本
計
画
）
は
、
水
需
要
を
過
大
に
見
積

も
っ
て
い
る
と
し
て
、「
２
０
１
５
年
度
が

目
標
年
と
さ
れ
て
お
り
、
公
開
の
場
で
検
証

が
必
要
だ
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
国
交
省
の
北
村
匡
水
管
理
・
国
土
保
全

局
水
資
源
部
長
は
、
フ
ル
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

「
今
後
、
計
画
（
全
部
）
変
更
を
予
定
し
て

い
る
。
水
資
源
開
発
部
会
の
場
で
総
合
評
価

を
適
切
に
実
施
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

答
弁
の
中
で
、
水
道
用
水
の
１
日
平
均
給

水
量
、
一
人
１
日
平
均
給
水
量
、
利
用
量
率

が
、
過
大
な
需
要
予
測
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
本
村
氏
は
「
過
大
に
見

積
も
り
、
ダ
ム
を
計
画
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 


